
「PRP療法」を知ってください。
痛みからの解放をめざす、
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＊「関節が痛い.com」は京セラ株式会社 メディカル事業部
　が運営しています。

　このインタビュー記事は、リモート取材で編集しています。

膝関節の痛みはどのようにして起こるので
すか？

　当院は、私がスポーツ整形外科医として活動しなが
らJリーグのチームドクターとして務めてきた経験か
ら、競技選手やスポーツをされる若い患者さんが多く
来院されます。
　スポーツによる膝の痛みは、外傷による痛みとス
ポーツ特有の使いすぎによる慢性痛に分かれますが、

外傷においては打撲、骨折のほか膝内側側副靭帯損
傷、前十字靭帯損傷などがあります。
　慢性のものは膝関節の周囲の腱の炎症、例えば膝蓋
靭帯炎、腸脛靭帯炎、が足炎、腓腹筋内側頭炎などが多
くみられます。

膝関節の内側から生じる痛みもありますか？
　スポーツをされる膝で膝内側痛を訴える場合には、
半月板損傷、たな障害、が足炎、変形性膝関節症が多い
です。

先生からのメッセージ ：   スポーツ外傷や障害に対して、できるだけ早く症状を改善し、本来のパフォー
マンスを取り戻すために、保存治療の手段としてPRP療法という再生治療を
取り入れています。
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バーコードリーダーで読み取ってください。
携帯電話・スマートフォンからもご覧いただけます。
＊ 携帯電話・スマートフォンからアクセスしていただく場合、 
パケット通信料は、お客様のご負担となりますので予めご了承ください。
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変形性膝関節症について詳しく教えてくだ
さい。

　変形性膝関節症の患者さんは国内に約2400万人
いるといわれ、その約1/3の方が痛みを抱えていると
報告されています（東京大学 医学部22世紀医療セン
ター・吉村典子氏ら）。
　40歳代以降の年代で、女性に多くみられる疾患で
す。遺伝的な素因や肥満が一因となるほか、先に説明し
たような半月板損傷や、もともと軟骨の病気を持ってい
る方が、二次的に発症するケースもあります。
　変形性膝関節症の症状は、初期は立ち上がりの動作
時に膝が痛んだり、歩き始めに痛みが出たりすることか
ら始まります。
　膝を構成するのは大腿骨と脛骨（けいこつ）です、そ
の骨の間には、クッションの役割を果たす半月板があ
り、これが経年変化や激しい動きによって損傷すること
があります。半月板のクッション機能が低下し、膝に引っ
かかりを感じたり、急に伸ばせなくなったり、体重をかけ
ると痛くなったり、水が溜まったりという症状が出ます。
こうした状態で年月が経つと、膝関節の軟骨の表面同
士が直接こすれて摩耗し、さらに痛みが出てきます。

どのような治療になりますか？
　薬や注射、運動などの保存療法が中心となります。消
炎鎮痛薬のセレコキシブ錠剤などを用いて、痛みや炎
症の出方の変化を観察し、改善がなければヒアルロン
酸を注射することが多いです。ヒアルロン酸はもともと
膝関節内にある成分なのですが、加齢に伴って減少し
ます。変形性膝関節症の場合は、軟骨が摩耗して骨同
士がこすれ合うことで痛みを生じるので、膝関節の摩耗
を防ぐ潤滑油として、また骨同士がこすれる刺激を取っ
て炎症を抑えるためにヒアルロン酸を補充します。世界
で長年行われている治療法で、スポーツ障害によるも

のも保存治療で症状が落ち着くケースが少なくありま
せん。

運動療法も効果があるのですか？
　変形性膝関節症の中等症の初期ぐらいまでなら、効
果が出ることが多いです。従来のリハビリは、膝関節周
囲を中心に行われていましたが、今は全身を動かして
体幹筋、股関節周囲筋、そして膝の周囲筋の筋力を強
化します。膝以外の体幹と股関節周囲筋もトレーニン
グする意義としては、下にあるものを取ったり、靴を履
いたりなど、日常のさまざまな動作において、身体がふ
らつくと膝関節に大きな負担がかかります。全身の骨
格筋を鍛えて、身体のバランスが整えば、膝関節への負
担は大きく軽減されるのです。
　また、運動すると減量にもつながります。歩行時にお
いて、膝関節には体重の3倍の荷重がかかるといわれ
ます。そのため私は、「体重を1kg減らせば、3倍の効果
ですよ！」と患者さんを鼓舞しています。筋力がついて
日常の動きに自信が持てると、高齢になっても自分で
身の回りのことができ、認知症や生活習慣病の予防に
もつながります。

こちらの病院では、再生医療も取り入れら
れているとお聞きしました。

　薬やヒアルロン酸注射、運動でも改善がみられず、手
術は回避したいという方で、希望される方には自由診
療（保険適用外）になりますがPRP療法（ピー・アール・
ピーりょうほう）を行っています。
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　PRPとは、多血小板血漿（たけっしょうばんけっしょ
う：Platelet-Rich Plasma）のことで、組織の修復や
抗炎症作用を促すといわれる修復因子を出す血小板の
成分を高濃度に凝縮し、活性化させたものです。
　患者さん自身の血液を採取し、それを遠心分離機で
分離して血小板を4倍程度に濃縮し、患部に投与する療
法です。現在はPRPにもさまざまなタイプがあり、白血
球量の多いPRPや逆に少ないPRP、幹細胞が入った
PRPもあります。
　変形性膝関節症におけるPRP療法は、あくまでも進
行を抑えるための治療となりますが、継続することで軟
骨が増えたという報告もあります。

PRP療法は安全な治療法なのでしょうか？
　自分の血液を使うので、副作用の心配が少なくて済
みますし、何度も受けられる患者さんもおられます。欧
米では20年以上前から普及しており、スペインではプ
ロスポーツ選手を対象にPRP療法だけを行う専門の
クリニックもあります。日本でもスポーツ業界において
は、かなり浸透しています。

整形外科のみで行われているのでしょうか？
　もともとは口腔外科領域の再生治療として注目され
ました。歯科インプラントを設置する際に、顎の骨が弱
いとインプラントを埋め込めないため、骨の状態を改善
してインプラントとの骨癒合（こつゆごう：骨がくっつく
こと）を助けるためにPRP療法が行われています。
　皮膚科や形成外科領域で褥瘡（じょくそう：床ずれ）な
どの難治性皮膚潰瘍の治療にも取り入れられ、その後、
肌や頭皮を再生する美容整形領域にも広がりました。
高い安全性と効果が期待されることから、多領域に広
がっています。

スポーツ障害にも有効なのですね？
　当院ではスポーツ選手の競技復帰を目標に、肉離れ
のほか、膝蓋靭帯炎やアキレス腱の炎症などに対して
PRP療法を行うことが多いです。スポーツ選手は、激し
い動きによって身体のあらゆる場所に炎症が起きるこ
とがありますが、中でも膝関節や足首に痛みがあると、
十分なパフォーマンスを発揮できません。
　当院では、手術を回避して保存治療に頼ることも少
なくないのですが、保存治療の期間をただ安静に過ご
すだけでなく、少しでも早く元の動きを取り戻すために
PRP療法に希望を託される方がおられます。そのケー
スでは、多くの場合、PRP注射によって痛みが軽減し、
それまでできなかった動きが可能になるため、リピート
を希望される患者さんも少なくありません。

PRP療法にデメリットはありますか？
　自費診療なので治療に費用がかかり、それ以降の治
療が保険適用になりません。そのため当院では、あらゆ
る治療法で改善されなかった場合の最終手段としてい
ます。それに加え、中にはこの療法が効きにくいタイプ
の人が存在することがわかっています。現在、その研究
が進められていますが、どのような方に効果が出にくい
のかはまだ明らかになっていません。また、注射を打つ
場所によっては痛みがあります。膝関節の内側ならほと

PRP療法イメージ図
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んど痛みはありませんが、損傷した足首の靱帯などに
注射する際は痛みがあります。

先生がPRP療法を取り入れられたきっかけ
を教えてください。

　スポーツ障害の中で最もやっかいなのが肉離れで
す。私自身もJリーグのドクターを長年していて、肉離
れには海外ではソルコセリル※という胃潰瘍の薬剤を
適応するなど、様々な患部への働きかけが行われてい
ることを見てきました。しかしどれも画期的な進歩は
なく、そんな中で自分の血液成分から分離したPRP治
療が開始されて、肉離れの早期回復にいいのではない
か、とすぐに注目しました。
　また、スポーツ障害でアスリートのパフオーマンス低
下の原因につながるものに、アキレス腱炎と膝蓋靭帯炎
（ジャンパー膝）があります。
　これらの治療は電気的な治療のほか、炎症の治療に
ステロイドを局所注入することが多いのですが、私はス
テロイドによる靭帯や腱の脆弱化を懸念して可能な限
り使わないと決めて診療していましたから、非常に苦労
しました。PRP注射なら腱や靭帯を傷める副作用も非
常に少ないので、スポーツをする患者さんの早期の競
技復帰を支援するために取り入れました。

※ 東菱薬品工業株式会社の登録商標

先生が治療において心がけていることを教
えてください。

　整形外科の治療は通院期間が長くなるイメージがあ
るかもしれませんが、当院ではできるだけ短期間で治
療を終わらせることを心がけています。
　治療効果があれば続けますし、治療効果がなければ
診断の見直しやセカンドオピニオンをします。とにかく
毎回の治療の効果があがっているかどうかをモニター
しながら、いたずらに余計な時間を使わないようにリー
ドしています。

リモート取材日：2021.8.30
＊ 本ちらしで述べられている内容は医師個人の見解であり、特定の製品等の推奨、効能効
果や安全性等の保証をするものではありません。また、内容が必ずしも全ての方にあて
はまるわけではありませんので詳しくは主治医にご相談ください。


